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操と槻酔白熊環横路怒量れ虎慮南村仕1h購しえ上皇人身中生括忙適Lた場所で鼻ったょうセ  

す。村中北軸忙当る沖積底地旺広がる鹿田地帯、なたらか屯所々虻部水を乾す苗洪積台地サ丘靡  

地忙杜、祖先前垂活塵示す夢（㊥遺跡が埋九忙h毒す。己由頚飾心中忙仕縄文時代の集軸をはじ  

ぬ壇盲講評ヤ職見時代中城鮮卑ど、長h時代旺孟ウて、h与hろ丑種類があ晶王とがわかっでhま  

す。   

己のたび蛸桓典♯菓として、■割鹿庖塵碩モデル♯華、連絡農道榊蛙遣どが5年中予定乍  

実哉樟九るに当身、工事忙王って失わ九る輩跡を胡私記毒する克也竜虎告行hました。本田、吏  

台遺跡で旺古墳時代¢巣南歩現も九、壇萌遺跡で比江南柑で牲御咽てめ先土器時代の遺物が莞見舌  

れtし尭個 已九ら申遺物拭郷土¢先人の貴重倭速達とLで康弘匡保罰し、社畠教育¢ため活用して  

まhカたhと存じ士す中   

♯後置達磨tした軌触托ビ協力告いた席hた地元㊥方々、立正大学生托仕心から廠鮒申L上  

けます0  

暗和5申年き月  

埼玉県光庭和江南村赦育零長島  

教育長  小  島  高  一   



≡触三瀬遥≠拇辺滞；漉蹄，操  難甘同   

はじめに   

江南村比、荒川由右岸に佐世L、地形的把拉荒Jll旺上る沖積底地と洪積台地、丘陵地から走力、  

その経とんど性「江南台地」で占始ら九てぃる血この台地上忙仕、置密忙遺跡部分商Lてお力、  

1占8ケ所見上が確認卓九名。しかし山♯忙封封わ九てぃる地域せでも連勝の所在を確認する忙は  

至っておらず、卓お多くの適群が埋れている已とが予想蕃九晶。   

現在、江南地域て吼都市計面忙エる土地区画整饉、農薬構造改善台目ぎす各種卓叢が計画、重  

婚卓九1ぜた一方で民間忙エる大小兢操の閑莞も増加由傾向を見せてhる。江南村では亡のよ′う丘  

諸事葉む境地忙先立ち、塩蔵文化財む記録保存奇術属すると悍忙、遺跡屯所在につぃでも鋭意確認  

を行っているロ   

今回中村内遺跡群請査は、先の事業中経了する昭利占ヱ年せで¢5ケ年女予定してお力、本年は  

そ¢初年度咋当サてhる。調査地杜地図上では、7芭■本田東台遺跡と1の埴西遺跡で奉畠。周辺妊  

仕、d一野原古株 8一円正寺古墳群、サー宮脇遺跡在どゃ、2一徳＃■氷J11遺跡〔岩蛇田地点  

調査辞〕、5一塩古墳群、4一塩前遺臥 5－塩・丸山遺跡など同時代の集落跡千古墳等町遺跡が  

葱麿して群在－し、独自の考古学的環境をつくわ出Lてhる、。  

－1－・   



本田・車台遺跡町諷査   

本田・東台遺跡は、比企丘鹿朗ヒ癖と和田Jl憶は尊ん可横し沓き江南台地の東端忙位置し廿轟弘  

東♯は、現在留稗田と走ってぃ古職長h閑折智把ユサで台地が捌掛取も池、封悍中野庶古墳群と向  

重合ってh古．己申寄性江南台地申中央付克毒せ、轄8ローチD・徹、長嶺1．ヰ血我人む込んでお力  

連中宜ウ申溜弛が態吋ら九てh古。商♯拉釈迦寺、几ヰ神社の北♯へ黒鳥蔑h春が鼻声、遺恥有  

無忙当ふと患ね九為軌八幡神社両憫把も遺物の散布が見ら九年並跡と区別で幸古かもし九なぃ。  

北西から北軸旺ち平撫番地撤郵酢醐甜帽で鹿粗 山林とな瑠で琵hて机晶た掛遺跡申範囲奄定払  

岳のが国難モ巻島軌沓由中間忙位属す＆転兵衛偏漉付近まで遺物匂散布憾見ら九、一応已の広喜  

部遺跡昭偏個と考ぇち軋るだろサ。   

講盃地点推用瀬咄偏兼爛で、既存の量遭助辞と地顧細井を対畿とL允。長吉吐約古ちロ竹串であ  

晶。積載推すぺて細胞で垂・糞・野菜専軒複雑億劫創問土地忙耕作毒九てh五。鞘査桔喪土除去旺  

重複蕾偉用した。明ち廓忙IB地形を軌旦取っ耳h五胡卦比瞬丑遊行上軌た。調査中全体女通じて  

遺構舌覆I表土、遺構中¢ブタ土が規ぞ、深部陀盈ぷカタ乱、助平＃串著畔み与れた甘住居跡申中  

忙杜床面Lか検出亨れ丘かった例も串与8検出壊れ東証＃¢性とんど拙、互hに重埴力台豆て卦皐  

土地辟利用比重わ拍て高h上ウで串晶。耕Ⅷ婁怯喪中と封薮で畠皐。  

古墳時代の竪穴住居劇： 4針軒  

時代弔辞¢竪穴牡居辟   1軒  

＃ 由拙速劫   1棟  

∫   ♯  8兵  

火弊t弥  乏基  

土♯  手8苺  

時代不詳の丑♯青陵いて、古墳時代㊥任廟酢部署甘、調書匡の費域エわ換出舌先た。また亡九ち由  

僅崩跡かち性、古墳時代中～捷半の土師敵襲恵帯琴曲遺勒が多血忙出土してh各卜似下し偏帯間  

中良好軋遺構世塵ほ上げ概雄・L尤甲i  〔新井〕  

ー 2・－   
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♯8号住居跡   

本住居跡性Ed区内把捉置し、北壁  

が訝書簡園外忙かかる。菜9号住居跡  

とま複して料力事跡廓覇Lh。他忙カ  

タ乱専仕少く保有洗諾拉良好で鼻ウ売血  

平面形無性声可ド¢反対欄、面壁部分  

忙張虻膿し部卦モ持コ凸形音量Lて卦  

わ、床、尉満とも同種由形車．奇Lてh  

嵐d規模雌康撰沌15ナh、両壁は張卓  

出L缶舟草陰くと且2S曙幸測る。張  

申出し缶舟て拉幅1．d5几、奥行l．1与  

Ⅶ告軸る。各辺とも直軸忙伸び、張  

夢出し部分艇内湾するゆるやカ1丑カー  弟五固  守際番号住居穣  

デモ溝hてhる。重商旺ヰ5・－48血  

と他の住居壁エむ深ぃ頼む込皐をLている抄床面はローム士野平坦立直床で罷て踏み固ぬちれてぃ  

も。杜宋仕精密Lたが確記事九なかゥた。周鴇仕分・才ドと南東を給血て全周する。幣旺†5・－2疇  

爪．探卓8・－1口碑を潤む、断面仕口宇型香してぃ且。主軸方向性打－172■一風立示すn住居む覆土  

旺1d屑忙舟吋ら九自然堆構缶示Lてhるもカ7ト■拉東壁頑中央上わ中や右憫忙位狂してぃる。蛙  

㊥堰卓込み仕LっかカLてお虻、遺布状憩妊良好でちった。各告とも7ロ○一重直把養いたち上身  

をしてぃる。出土遺物旺少量で破片¢みであサた。か寸F仕全長1．五仇で、細か込みが芽hた拍か  

崖道部は良好忙遺存Lてぃた。燃焼部壮楕円形で璧外忙半分以上檻げてh五。火床は地山との憫旺  

貴報色士暦中間層が左右卜瞳道都へはなだらか恵投を持っモ移行Lでhる。袖仕右傭忙地山を割出  

し尭遺布部牙が缶すか忙残女、左♯忙仕時特色粘土を鮎座付けた龍卦が丑存Lてぃた。火球面上む  

土師苛竃片が出土してh晶。  （内佃 坤）  

－ ヰ・－   
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策4国  策1古寺住居 跡  

写井、兼1吉号住居跡  

床 下 土 壌  

－ 5 －   



帯1古寺住居‡亦   

¢酎区忙位偏する。＿北西隅が一部区外把撞群島他、托旺重体配検出す岳モとがで重た。設土はや  

や浅く迂曲tモカタ乱が及んでぃた。平面形苛性南部がヤや刑九を呈す品が他の隅部蛙矩形虻、  

ほほ正方形音量してぃ鳥。主軸方向仕Ⅳ－ヰ里仁一腋告示九各畢壮直線的で、北壁比5．与5鳳、東塵  

＆5日叫 輔壁も5占m、閻壁は五57†柁連帯してぃるd電高仕北壁、‾西塁で18血、東壁2如吼  

両壁I7印を測る。カ7ト●吐北壁の着帯忙構築卓九、倭道都杜嶺出毒九てhをい甘床面出土壌敲卦  

を除hて地山面泰平趣忙鈷斗堅めてお声、住居中央部舟へかけて低くなってhた。亡の部卦忙壮姑  

白虎が明畔で轟った。平面形儲虹不豊楕円形置呈し、一部地力鹿毛卓九た床下土塀で轟りた。席l帯  

紐検出卓九てh泰山¢桂穴旺主柱穴4寒が四弔忙正しく配暮れるが酉壁中央付近忙位置する柱冗も  

主柱となるかもL．九なぃ。貯蔵冗はカヤド省間、焚ロから斜右方向忙1†托担繚乱てぃ古．長方形を  

皇L、98x占昌札奇弼る。内部忙壮坪1甑、器片が検出盲動虚心憧居内む遺物蛙かTI●周辺忙集  

中Lて出土Lてぉか、使用♯恕と思おれる例も奉る。かマド右袖の外側では北壁忙存曳かけ息ょう  

互哉態で甑を乗せた堤が出土Lてhる。   

カード仕燃焼部が囁外忙張む出卓す墟道へ宙移行仕ゆるゃかでもる。洗確は55Ⅹ50虎奇利カ、  

内部は傭面、地山両中火床とも強（焦土化して伍る。抱熊取 火床面上曳出土した土器旺長観き個  

体卦で、天＃∴神都に封入して用hたと息もれるb両袖は暗褐色士忙エって構築卓九てhる。硬口  

無性1．ロ1ロ．古間専制る。床下士凛正大せ呑2個昭士♯が切身告い、内密拝卓らに複雑せ形亜管し  

てお虻、赦政中瀬削が考えられ畠由土師器細片もフォ土中暗混入しでhる。   〔新島♯久溝）  

ヽ．  

ー■i■＿   



第ら国  策19号住居跡  

算19号住居跡   

奉仕居跡は¢1ヰ区内忙億任す右一甫西曙節丹ポ弾査区外忙乾びるが全備昭韻嶺提樵奇てきる  

皐住居跡噛20専任居跡と4号帯と丑壊する軌新旧湘儲拙粛2白骨住居跡→1′9考牡痕跡→4  

号靖た新しくなってhる。平面形礫は、曙歴正方形音量すると思わ九ユ現存長では、北壁阜1占≠、  

古傷I軍書   

帯19首位居跡カマド  

葡部には毒虫   

右l、盤古傭封入している   



東壁4．8【ト巾、画壇l．2□¶を軌る。主軸斉向は、ポー50－Eを示す。表土上垣深部士で削平が及  

んでhるた助、亜の遺存耽溺は不良で各空荷は、お上そ5・～8印l程しかない状蟄であった。カTド  

は北壁中央上少右隅寄少忙位隠している。右横に旺貯蔵穴がある。床面虻地山を踏皐整めた直床と  

なってぃるが、床中央部比白色粘土在どで地床卓れてお力、直下忙蛙複雑忙土壌が重複Lてぃる。  

枝先は主柱先王本と東壁虹橋近して1対の小穴が与る。出入口蹄忙当るものか。   

カ・Tトーは、償焼釦卦だけが遺存Lてぃた。壇適比削千古九たと思わ九る。燃焼部拉やゃ壁外忙張  

卓出し、土器女鹿えた掛け口部分拉托ほ住居壁の延長上に仕偲する上うで為る。火床比良く放けて  

hる。両袖部舟は、右祖、長音8凸面で袖端部忙毘告倒膣Lて封入Lてhる。左袖比長幸75亡¶て  

脚立Lた堤を∃佃封入Lてhる。これら控削干が探小虎虻口綾部しか魂ってぃなかったが、カマド  

の♯築方法を知る重要夜警和と走ろウ。焚口許辺忙比艶土・炭化物の散和が多量忙見られた。貯載  

穴掟長方形を皇L、8Dx占ロロ汀奇利る。内部は南西隅が一段掘力下げられてぃる。床下土塀は住  

居中央忙拉偏し、か丁ド硬口仕床下土崩の貼床上忙皐古。ロー▲ブロブタ、焼土層・暗褐色士を主  

として1占層告澄めることがてきるが、層位吐人為的在埋設含羞Lている。土器片も出土Lてhる  

ので床面上の土着旨と比較換倒し在ければ在ら走ぃたろうB   

床面上から出土した土器旺壮士師器葉、甑、称、塊の他、須恵器年身、鉄焦が出土Lてぃる。男  

悪罵旺身合う蓋拉検出卓れてい丑山。銑♯仕カート■去鋼¢甑ブタ土中上申繰出卓九た。遣お、鉄鎮  

台出土Lた住居跡は串住居跡と第21卑住居跡の2倒しカ1丑hが、銑鉄の型式仕異ってぃる。   

本住居幻時期吐d世た後半－7世紀抑箭忙当ると考えら九る。  

（伊藤金成〕  

－ 8 －   



錬鉄   

無毒で執捷のÅりた≡角形鹿屋する銑銭  

で畠ふ。先沖郁恵水先してhる他遺存状薗  

仕且好であるb墓の輌舟性束♯で腐朽せず  

社寺レ亡ぃた。柵程は不明飽き靂長音2．5叫農  

夫標札占師沌鍾をyケ亨卜故に吐卓み込む  

エI忙取旦付けられでh巷○  

5cM  

第d固  辞1甘専任農耕出土験算   

頑恵盤 拝凄   

唾居中鍵付近畢捧上度や蛸島上身内奉  

計上忙申げた雄帯せ出土してぃ基唱坪野廼  

尭形曲℡島名曙背高d．・軸輔 口軽1乱1中和  

党割径†5．、空m奉利島。批撞軌小石ヽ  

白色脚常を青も、糖助士轟簸せ膏俵  

毯巻島ず鞄播許婚抵漸落i篭裂亜桝  

卓丸亀。潮醇面に社側推横車圧痛が亜  

払紅軋も軒鞄底面檻臆軒燕ぬ圧鍍別布充浄  

壷ナず¢走地声靖昏九ず匡帯廿て桓呑舟車  

器托見昔き蓋比輸出舌鼓塵かっ尭。遁世監  

帯盲匝半世紀拒相島す盈と忠地  

るね  

l
 
 

ホ7国  井†9号住居朝出土須恵器   



弟1争議 ■   

轟蕎旺属要一一丑占底角匹庇饗し佗轄直樹把  

貰方向に紘伊根助長仕掛48徹、書仕草埼1．宣  

≠程で♯畑1．毘平h農可＃吼宇吼奇相点呼新  

野曙寧仕轄矢印型毒草L、丑5区内で蛙再甘㊥  

上面に縫栗妙軸昔れてわ右。講座帝申悔昔仕  

東方へ向けて下女傾斜旺をゥて伍払出±遜輸  

旺土師榔謄㊥地価塵Åぜ検出苺九重かゃた庫瀾  

比古墳時代曙住居群杏切サイ♯筆古れ平安時代  

墟て忙埋設告竃了し守伍与。   

写真仕草ヰ付遊主事領巾を向ぃて稚影し恵も  

のでもるb  

〔新島辛九撞）  

春田、車台遺跡調査且景  

E名付近  

8古宇丁月29日壌影  

－1ロー   



温酉遺跡¢調査   

塩西遺跡雌比企丘陵叫ヒ縁低位置する悶析の進んだ一重丘上忙位置している。和田川告見てて出  

雲伊荘比神社の立地する江南台地板＃地区占向車台りてh盈。帝欄旧正木の脊忙閲新書衷丸山、赫  

ケ督、明智の丘陵と尾輯女鹿す右茄身篭で留領部や群葛q遺跡切立地する丘取結駕北向きに傾斜す  

る半島哉宮してぃる。遺跡の範亜比丘庸】賢軌付近の塩八幡♯牡付近上か亡の緩斜面上の全域托五っ  

ている。一部埴古墳群の荒＃童辞忙慮る部卦も鼻る。席題拙埠古墳群の冬青群、埴館跡、壇前、塩  

丸山、正木巷事由集落、古墳が濃密忙詳在Lて封か考古学的辞職を作卓出してぃる。   

現状杜畑地と山♯が主体告占めるが宅地、小川一熊谷埠通が貫通Lてぃる丑ど畢囁の変化が韓ヰ  

旺進んでh古。調査地点比本道跡心中尭奮東商忙通る農遥由拡幅改良部分、約＝18月＝鳳空対象と  

した。衰土の除去把は重機を任用Lたが、一挺切通し専で旧地形健太辛く柳平す各部分は対象上わ  

除hた。   

検出卓九先遣♯蛙次のと封bでちる。  

・方形周♯基  

・古墳時代竪宋饉居跡  

●溝  

■士＃  

・石器集中跡  所
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・埋没春   

江南地紋では初見幻方形冊譲嘉、先土器プロブタもあカ幾皿車莞見が参った草過欄、遺齢年代  

毛先士零時代の石器類と古墳時代初領匂土蕃群が主体告占め晶が、他旺拙文一半宴士で¢連勒もね  

すかで推古古が検出壊れてh考。先  

士畢時代遺物の出土膚位把開Lて概  

述すると、第1宥拉表土¢暗褐色土  

囁から走力、第2層旺先祖色阻歓キ  

ロームである廿 重層性乗組色申硬質  

ロー▲専モ厚孝托さロ感性どで奉る。  

射軌粗野茶褐色土唇で粘性部亜b8  

5嘔吐灰白色枯±層と在る。こ田儀  

位比国一丘瞭由塩蘭遺跡で韓蓋した  

膚位の結果と同一で重野、さら匿江  

南台地鎮めローム層と性ほ同一中層  

位置も示Lてh穏。江南台地で杜5  
塩・丸山遺跡1号住居跡  

層比丘川ロー⊥層忙、4層ば武蔵野  

b－ム阜忙、5層桔下朱書ローム層忙比定卓九ると考ぇられでh五由奉遺跡の石器群はほとんど菜  

引囁中土佐から出土L甘中る町で立川ローム層上層申出土石器群と位置づ叶ら九上′う。   

そ由他車遺跡艦内して拉、調査区む北憫、東西方向忙十三¢専が壱ったといわれるが開催する上  

ら丑遭♯拙♯出で幸恵かゥた。  亡新井）  

一■11－   



8  

王⊥  

幕8国   2 号 跡   
弟2号・跡   

奉遭欄昭守15区内旺位置L毛並跡の所在ナる商連、丘陵由頂飾付尭忙当るd塩古覆霹由荒井圭  

評とも瓦なカ、串砂上卓1空間北西敵舟把虻田墳が存在Lてぃた凸衷±下2□～ヱ5月打て確認竜れ  

調査区内に全件を検出ナること部で重たb   

平面形無比王．50x已10≠の華爛円形富里Lてhる。北欄は水道管葡敢忙上身故綾卓九てぃる  

が、己のカタ乱部分上む遺構比延びてh改植‾た軌遺構の二把線がカタ乱把上む問50靡こわ卓九た  

だけで卓晶こと－がわかる。壷ね、カタ乱土中からも事跡忙伴うと思わ軋る遺物が出土Lてぃ古白地  

にカタ乱部分比無て遭存状態仕見好で患っ詰D遺膚の主軸仕Ⅷ－8ヰ○一甘告示してぃ古。   

覆土はせ屠忙卦ける亡とがで卓、白地親告示しでh皐。表土中から検出卓れた遺物を除hて、  

放とんど¢遺物昭儲‖ll黒色土中カ1ら坂出草加た。羊2席拉肝褐色土で全く遺物密告せ毛h。立場  

助走存は誇宣層堆蹟捷で古る。遺物と弟イ唐音縁去ナ且と＃2■¢堆積状況が現も九るポ、中央払  

卦へ緩ゃか抵傾斜する哉h舟直哉音量してh苺。亡亡有遺物や遺存富れ允底領とLて卑く。ヱ噸憧  

除去する上性曜畢荘把掘わ込ん館平鵡な底部奇特つ樹形加現ね九る薗   

遺物庖鵡欄匿主≠忙判って乙2日xl．王0九㊥範臨忙集中して出土Lでぃる。集中部の中央部忙  

は空0一望5加東伯破砕幸九た焼環が据ぇ青かれ、周囲把土着が伺九込むエう患状況と、据ぇ旺か  

九た状況竜頭す空つの状況が観察卓れた。複数の土器の主軸蛙遺構底面を向hてhる。また載例壮  

士等を触して据ぇ置ぃたませの♯態で検出専九てhる。こ田エラを差は土器の遺有状況拝も且う  

けら九、保存昧祝の良好走何と殻♯卓九、土苗片が散乱する例がある。  

－12－   



せた遺物切出士高直忙正直面忙接Lた遣物と、5－巳餌底面上わ浮hた故皆の漣鞄の王者が観察  

卓九る。こ九ら拉先の出土状況と組み合わ音って王様日出士♯苛忙分けるととがで卓上ら。亡九ら  

2嘩の出土状況を示ナ土器托完存する個体が争ぃが、一部分しか検出卓れ走力1ゥた何もかな少あるゥ  

現在整理中のため増減も予想卓九五が、土器申個体故は先の上う丑小破片で遺存する土苺まて含也  

ると4か閥を倣え、遠穫比率口緑台付里－17、日宇口嶺台村葉一王、竜一4、有段口軽壷－2、  

小形車一占、手捏土器－†、小型器台－4、蝿－5、鉢一1、等が垂る。また78丸損上遺存Lて  

ぃた土器の佃体故仕†9錮て、器持は早口扱台付晃一丁、盛壁土蕃－2、有段口操車－1、小型番  

台一吉、小型葉－2、碗廻土器－2、手塩土器－1、て島る。こ九らの土器の中忙はカ・ゴ日の圧症  

のあ古亜美丑境塑土器もぁる。なお土器と焼礫由他車跡から吐他の遺物壮全く検出卓九丑かった。   

本跡匂性超せ考える時、遺物Ⅵ出土状況、器挿の組成から、何らかの無祀助走所亜と考える亡と  

もで舌るかもしれ丑ぃが、現在の段階で蛙一つの胡点として、ヰ在正式報告盲ヤ忙、個々の土器忙  

つぃて町分析配韓tえた上で卓ら忙披肘Lたぃ。帝忙個々の土器把つhて姓在地の土器、他地域屯  

異境舌引くと思われる土毒が共存するをどLて、古墳時代初偶の土釜曲成㊥様相奇良く表わLてぃ  

る。   

次ベータ忙吐凄合・復元申辞んだ土市告掲げた。仙与圧肩師忙網目状撫願文見地ナ。高音古4．1  

亡恥仙台、仙9旺小型番台だが脚部に仕穿孔モ総革ない。仙8旺1乱8仰、馳9拉邑如¶の高卓を  

軋る。岨1王は竹状素材で塾皐あげたカゴ目文様を全体に圧廣として残ナ碗である。口径1d．2（叫  

昏右左丘亡正を判る。  （新井）   
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音形周讃塵   

AヰーA2区内推挽出卓れた。菓両方向忙  

遵揺す古古基で耗成幸九北半は区域外把畦び  

てぃる。   

轟土は挫く、カタ乱が疎く及んモぃるため  

脚現はあまか良くなぃ■南偶の周ホ酷舟  

忙旺現遥忙偏句て掘ら九た蘭♯忙掘削盲れて  

hる。遺♯由占め古館虻は、丘陵頂部の入梅  

神社付近上わ続く走だらか忙緩斜ナる斜面が  

こ缶位蜃て下位幻斜面ヘ音ら忙傾斜すi蜜農  

点忙位置Lてh量丘緊偶から1号、2号、さ  

卑とLあ，写真旺東欄上わ見たも申で奉るd  

l号比南西側忙不亜形を節舟が右耳、形態上  

異聞が残品。2号、5号仕方形中形艶舌と古  

と患わ九る。規模拝1号且」椚、ヱ卑見さ徹、  

5号良一軋て鼻各個♯¢♯は一号1．ヱ血、2  

卑1．1椚、占守1・1I几と全体的匪小規摸でぁる¢  

遺物咄jも咽で少〈、1、5号周♯長軸よカ′、  

ケ痕の穂首れた斬が輸出卓九た忙過ぎ去h。   

旧石器時代石器集中地点   

C8区内旺抽出卓九た．丘陸中頂拙上カヤや降った位置で、北西忙比、丘義朝ヒ側忙開所した客  

の先♯班の埋設した洩h省：に面してぃるqこ四谷仕縄文中期亡与に且浸してぃた上うで奉る。出土  

層位仕、車称の革∬層中でただ与忙再開実の騙位忙当ること比江南台地のローム層が軸忙丹前卓  

九てぃなぃ¢で困難だが、台上そ立川ローム層把当るので旺なぃかと考ぇら九る。石帯壮大小の軸  

片と右横舌中心としで輸90点程検出卓れた。資料の中忙蛙楼台可能を例も多h。石材圧すペて不  

織物のまじサた貢岩畳用hてhる。  亡新井）  

－1占－   





本田・東台遺跡について   

本遺跡比古♯時代中一鼓期に渡る集昔肝モ皐る亡とが簡明卓九允もけで墨昂鮒、広大む遺跡範薗  

の由すか丑一角忙つ伍てでぁる¢で講1電柵菅考え鼻と、古壇時代以降¢集落鄭近接Lて存在ナ  

る已とも充舟予想蝕も周辺の遺跡と心関係ヤ備祇麟瀕す富野腐古革帯忙開Lで仕、本道僻め饉居  

辟に粛5菅生ヤ鮭チ号缶、幕22号住の上きた地中住居群の錦属僚上まね馬食居跡華埴け、集露内申  

有力者¢春海壷推蕾幸せ、tた別の住居跡で仕第甲骨住居跡内町鋳拾遺禰と患おれ名士嬢かち参上  

申炭化軌絶土、羽ロ、鉄書h専が検出卓軋た。ま輔19号任敵丑1軸居跡から地雷恵  

毒が榛出香れてhる。己九らの華曲は貯席古墳群申出士並物専¢韓肘を埠寧とするが古墳造営者中  

集落と推定ヤ竜与野下杜．丑h泰と考えら九右。   

遺♯掟つぃて仕、古晰¢住居跡忙囁魚的に且うけら九鳥加、5山一且上床面¢検出古れた住  

居の床面概欄例外起て貼床下旺土脚輸出癌九た。と¢土♯仕不定形中円形を呈し腑も王・－5佃  

と床面群由夫輌舟直占め古例が9、1五、t9、21、王9、ぬ住居跡忙見ら丸甚。hくつか由床  

下土壌忙仕並鞄が検出舌九て封β、住居跡出土士畳と比掛根付し尭匝dモ中上ウ壕辞下士櫛軋周時  

代と思おれる例忙、江南村野原由宮脇遺跡露8骨住居跡がある他、平安時代把は、同じく野原申鵜野、  

荒神臥庚申塚、久保遺跡で検出卓九ておわ、和副Il左＃中野原、須賀広⊥許で仕古墳一軍安まて  

継統して設置卓九てh太上ウでぁる。今故地地方て捜出書九た床下土壌と比較し遺＃中性格モ考え  

たぃ。  （新井）  

ー18－   
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埴酉遺跡について   

本遺跡正也古墳群紅玉纏してhるた也調査当初上カ、古墳群成立に関わる千科を滞ら軋ると考え  

てぃたが、畢連托して多大¢成果奇滞る己とがで重た。輌査の結果明らか忙在っ見遣構、丑物帆  

塩舌覆詳把開連ナる古墳時代劇拝の貴科把恵ま九た七   

万形周躊壬旺古墳時代初領申造営忙在るも申と推定卓九、第空号祉も同時籾であろう。t近、＃  

造時期、性♯忙間且生殺げかけら九てぃ息塩古墳群幕1ま群寺跡方社有盤古るh吼前方捷方形周  

＃基と推定する忙当っても、専ら忙こ中間錮は古墳凸先生に大書（かかわゥ1（るだけ忙、これら◎  

内容と概念規定が明荏て丑山ヰ、各地忙宙ける土器中絶射♯ら造営時期盈鴇確粧しでhぐ観点が塵  

覇と在ろう。方形周藩主¢発見はぃ塩古墳群露1支群由1、ヱ号墳左前方後方確個儒壊と考えた場  

箇1卑屈発見昔れた方形周韓墓の案＃上忙前方後方酵周＃甚㊥靂制が鼻る亡とが予想暮れユタ。   

調査の東♯で検出卓九た食居膵2書印土和泉軸忙入る住居跡であカ、王号鳥居跡から仕計上中土串  

が検出卓九た¢前段階の土器も浪人ナるた払、周辺旺仕方瀬周♯墓の丑菅著由佳居跡も存在ナると  

患わ九る。五鹿軸由虐眉塔柱塩丸山辻弥て確酷首九てお力、周辺地填での衰採草科も舌絶て串期中  

贅割・が蓄積しつつ鼻る。   

宜号址上か換地卓九た土患群申中忙比、8辛口最台付壬を始埠、細目哉♯尭文凸地文舌九た鞋望土  

器立ど系譜上も注意しなけ九ばなもなぃ賓科が存在ナる。「また轟2卑生屑跡から仕、畿内¢土苛の  

茶輝舌彙＃ぐと思わ九るtも伴出してお知事遺跡¢様相寺社緯忙し1h卑。   

旧石巻時代石器先中称仕江南村忙とぅてはもちろん㊥こと、江馬台地填で壮者居町の赦倒忙扶h  

で裁少h発見で患トト今後、儒位儲憤把掘舌主忙、当地域頑研究を進虻てhか轟ければ走ら丘hだ  

ろ5。  （新井〕  
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日  

1，本番庖農村嘩合筆債モデル事業・違鰭農道整1腑事業忙伴う榊与8年鹿卓菓薗行舟旺係わる充  

血親善由横雲龍巻醤て着る。  

む：軋都誹詐取語掘中萱檀荘備付故習委員会都連倖と一恵曳、同庫及び県♯宙補助空費けで行り尭。  

ヨ，辻跡申所在地と調査の期間は次のと争わでぁる。  

本田・兼台遺跡  江謁柑太宰芳賀広  
昭和5且年7月18一ヒーロ月古1日  

瑞酉遺跡  江甫轍大草塩  
昭和昏8年11月1日一－1之月1ロ8  

ヰ．神査吼岨薇は改怨とぉ診で畠る。  

調査主体者一江南村葡璃委員会教育長  

車 辞 局  〝  次 長  

〝：払金敷青主事  

〝   

〝  

調査超当者  〝  
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 毘 ＝本書切執事、写真僻結節井擢が中心と恵曳、内相軋中音丑膚の協力を得た。  

尭 埴 調 査 奉 加 者   

墟酉せ跡（下段）  

飯島畳表 鹿島健介・鹿島シノ 飯島きエ   

飯島里子 飯島ひろ 内臼シズ  

宇治川ノブ子 宇治川サダ子 大沢玉江  

小田川とめ 国田秀子 小林忠治  

小♯勝子 小林広子 篠場ナヲ ＝露場♯子  

鈴木てる 荒木甘キ 寺山几正子  

利根田あh 利根田すぃ子 中島文恵  

増田つる 山田Lづ子 音野育成  

青野ちう  

（立正大学生）伊藤忠成■ 酉：箱一   

本田・車台遺瑚‖上段）  

高徳督冷 害田兼舌 吉田常子 田中ヤナ  

舌岡和子 鹿島義孝 古田 事 大森啓視  

川由博幸・ト♯義膚 確本克之 舌＃港司  

内山哲男 井上 達 夫和田康明  

吉田 隆 夫久保聴彦 田辺 丼  

（立正大学生）  

新島喜久礫 伊藤丑成内聞 靖  

落合信恐 岡田♯男 大京隆之 屯＃英幸  

桶ケ春菊輔 佐烏禾伸一 高野泡立  

多田英人 商 港一 小山正夫  






